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3 . 実験結果と考察

瞳や口などの小さい閉領域を除き, 良好に着色された. 
アニメを学習した特徴点抽出結果は事前学習済みの
SuperPointの結果を超えておらず, データ数増加が必要.

線画を学習したニューラルネットワークからキャラクター
によらない特徴記述子(SuperPoint [4])を抽出し,         
フレーム間でのセグメントを対応付けにより, 色の一貫性
がある着色を行う.

アニメ制作における仕上げ工程支援
〇仕上げ(着色)工程特徴と課題

＜今後の課題＞
セグメント境界付近の特徴点マッチング精度の向上.
複数フレーム間のセグメントの一貫性.

4 . まとめ

データセット(トリガーデータセット[7])
アニメーション作品『リトルウィッチアカデミア』の
仕上げデータ(着色済み画像)から以下を作成.

評価指標

キャラクターやシーンごとの色彩設定に必ず従う．

線画の着色に関する関連研究
〇フレームごとの着色による手法

＜処理の流れ＞
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• Pixel accuracy = 正解画像と一致したピクセル数
全体のピクセル数

• 正解画像：セグメントの色を単一にした画像.

• C-GANによる手法 [1]
同一キャラクターでもフレーム間の
色の一貫性が保証されない. （RGB値が異なる）

膨大なフレーム数に着色を行うため稼働時間が多い．
⇒ 自動化が望まれる（現在は海外への外注も行われている）

〇フレーム間の対応領域の推測を行う手法

大量の学習画像(線画・着色済み)が必要．
• Anime Transformer(AnT)による手法 [2]

少ない画像で学習可能．
• 生成モデル(U-Net)による手法 [3]

キャラクターごとに対応付けされたデータの学習が必要．
目的

キャラクターとしての学習を必要とせず, 
1枚からのフレーム間のセグメント対応により, 
一貫性のある着色を行う．

結果
特徴点抽出手法 + 特徴点マッチング手法 mIoU Pixel Accuracy

(A). SuperPoint(線画分割データ) + SuperGlue 54.43 87.29
(B). SuperPoint( [4]のモデル) + SuperGlue 55.51 88.69
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セグメント(閉領域)が小さいと精度が低い.

大きいセグメント(洋服, 顔の肌)は着色できるが, 小さい
セグメント(顔のパーツ)は間違った着色結果となった.

1. 特徴点抽出と特徴点マッチング
特徴点抽出: 線画分割データ(3050枚⇒81185枚)で学習．
特徴点マッチング: 線画(3050枚)をリサイズして学習．
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• セグメントマスク：線画のセグメントマスク.

2. セグメント抽出とセグメント対応

線画 𝑡𝑡の
マスク画像

線画𝑡𝑡 + 1の
マスク画像

セグメント抽出[6]
線画マスク, 主な背景マスクは除く

𝑚𝑚𝑚𝑚𝑖𝑖𝑡𝑡 =(𝑥𝑥𝑖𝑖𝑡𝑡, 𝑦𝑦𝑖𝑖𝑡𝑡 )

𝑚𝑚𝑚𝑚𝑖𝑖𝑡𝑡+1 =(𝑥𝑥𝑖𝑖𝑡𝑡+1, 𝑦𝑦𝑖𝑖𝑡𝑡+1 )
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文献[1] Figure 1 (b) より引用.

文献[2] Figure 9 より引用.

• 線画：仕上げデータから, 線画抽出した画像.
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本研究では、国立情報学研究所のIDRデータセットサービスから提供を受けた
「トリガーデータセット」を利用した.
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